
10

20

JP 2024-507541 A 2024.2.20

(19)日本国特許庁(JP) (12)公表特許公報(A) (11)公表番号　　
特表2024-507541
(P2024-507541A)

(43)公表日　令和6年2月20日(2024.2.20)

(54)【発明の名称】　チップセンサのためのオープンパッケージ

(51)国際特許分類
　   Ｈ０１Ｌ 23/02 (2006.01)

ＦＩ
　Ｈ０１Ｌ 23/02 　　　Ｇ 　　　

(21)出願番号　 特願2023-550606(P2023-550606)
(86)(22)出願日　 令和4年2月18日(2022.2.18)
(85)翻訳文提出日　 令和5年10月16日(2023.10.16)
(86)国際出願番号　 PCT/US2022/016891
(87)国際公開番号　 WO2022/182575
(87)国際公開日　 令和4年9月1日(2022.9.1)
(31)優先権主張番号　63/152,375
(32)優先日　 令和3年2月23日(2021.2.23)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

米国(US)
(31)優先権主張番号　17/363,200
(32)優先日　 令和3年6月30日(2021.6.30)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

米国(US)
(81)指定国・地域　 AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA 

最終頁に続く

(71)出願人　 507107291
テキサス  インスツルメンツ  インコーポ 
レイテッド
アメリカ合衆国  テキサス州  ７５２６５ 
－５４７４  ダラス  メイル  ステイション  
３９９９  ピーオーボックス  ６５５４７４

(74)代理人　 230129078
弁護士　佐藤  仁

(72)発明者　 アーネスト  ゲオルグ  ミュルナー
ドイツ連邦共和国  ８０９９２  ミュンヘ 
ン，  ケムニッツァー  プラッツ  １２

(72)発明者　 マイケル  リューデルス
ドイツ連邦共和国  ８５３５４  フライジ 
ング，  デュウェルシュトラーセ  ８エイ

(57)【要約】
&#8195;記載される例において、デバイス（３００）が 
相互接続基板（３０８）を含み、相互接続基板（３０８ 
）は、相互接続基板を介したアパーチャ（３１０）を有 
する。オンチップ要素（３２２）を有する集積回路（Ｉ 
Ｃ）ダイ（３２０）が、オンチップ要素がアパーチャと 
整合されアパーチャに面した状態で、相互接続基板上に 
搭載される。ＩＣダイは、相互接続基板の一方の側のみ 
にモールド化合物（３０６）を用いてオーバーモールド 
され、その結果、アパーチャにはモールド化合物がない 
ままであり、オンチップ要素の周囲環境へのアクセスを 
可能にする。

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全21頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 デ バ イ ス で あ っ て 、
　 第 １ の 表 面 及 び 反 対 の 第 ２ の 表 面 を 有 す る 相 互 接 続 基 板 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 表 面 及 び  
前 記 第 ２ の 表 面 を 介 し て 延 在 す る ア パ ー チ ャ を 有 す る 前 記 相 互 接 続 基 板 と 、
　 第 １ の 側 及 び 反 対 の 第 ２ の 側 を 有 す る 集 積 回 路 （ Ｉ Ｃ ） ダ イ で あ っ て 、 前 記 Ｉ Ｃ が 、 前  
記 Ｉ Ｃ の 前 記 第 １ の 側 の 周 辺 領 域 に よ っ て 囲 ま れ た オ ン チ ッ プ 要 素 を 有 し て お り 、 前 記 相  
互 接 続 基 板 が 前 記 ア パ ー チ ャ 内 に 露 出 さ れ た 前 記 オ ン チ ッ プ 要 素 を 有 す る 場 合 に 前 記 Ｉ Ｃ  
ダ イ の 前 記 第 １ の 側 が 前 記 第 ２ の 側 に 結 合 さ れ る 、 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ と 、
　 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ の 前 記 第 ２ の 側 と 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 ２ の 表 面 の 一 部 と を 覆 う 封 止  
材 料 で あ っ て 、 露 出 表 面 を 有 す る 前 記 封 止 材 料 と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 デ バ イ ス が 第 １ の 表 面 及 び 反 対 の 第 ２ の 表 面 を 有 し 、 前 記 デ バ イ ス の 前 記 第 １ の 表  
面 が 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 １ の 表 面 で あ り 、 前 記 デ バ イ ス の 前 記 第 ２ の 表 面 が 前 記 封  
止 材 料 の 前 記 露 出 表 面 の 一 部 で あ り 、 そ の た め 前 記 ア パ ー チ ャ が 前 記 デ バ イ ス の 前 記 第 １  
の 表 面 を 貫 通 し て い る 、
　 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ の 前 記 第 １ の 表 面 と 前 記 相 互 接 続 基  
板 の 前 記 第 ２ の 表 面 と の 間 の 前 記 オ ン チ ッ プ 要 素 の 前 記 周 辺 領 域 に シ ー リ ン グ 材 料 を さ ら  
に 含 む 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 シ ー リ ン グ 材 料 が 金 属 リ ン グ で あ る 、 デ バ イ  
ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 シ ー リ ン グ 材 料 が 硬 化 エ ポ キ シ で あ る 、 デ バ  
イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、 各 々 、 第 １ の 表 面 と 反 対 の 第 ２ の 表 面 と を 有 す る  
リ ー ド フ レ ー ム コ ン タ ク ト を さ ら に 含 み 、 前 記 リ ー ド フ レ ー ム コ ン タ ク ト の 前 記 第 １ の 表  
面 が 、 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 ２ の 表 面 に 結 合 さ れ 、 前 記 リ ー ド フ レ ー ム コ ン タ ク ト の  
前 記 第 ２ の 表 面 が 、 前 記 デ バ イ ス の 前 記 第 ２ の 表 面 の 一 部 で あ る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ の 前 記 第 １ の 表 面 と 前 記 相 互 接 続 基  
板 の 前 記 第 ２ の 表 面 と の 間 の 前 記 オ ン チ ッ プ 要 素 の 前 記 周 辺 領 域 に シ ー リ ン グ 材 料 を さ ら  
に 含 む 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 オ ン チ ッ プ 要 素 が オ ン チ ッ プ セ ン サ 要 素 で あ  
る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 オ ン チ ッ プ 要 素 が オ ン チ ッ プ ア ク チ ュ エ ー タ  
要 素 で あ る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 デ バ イ ス が Ｑ Ｆ Ｎ （ ｑ ｕ ａ ｄ  ｆ ｌ ａ ｔ  ｎ ｏ  
- ｌ ｅ ａ ｄ ） パ ッ ケ ー ジ で あ り 、 前 記 ア パ ー チ ャ が 前 記 Ｑ Ｆ Ｎ パ ッ ケ ー ジ の 頂 部 表 面 を 貫  
通 し て い る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 １ の 表 面 及 び 前 記 相 互  
接 続 基 板 の 前 記 第 ２ の 表 面 が 平 坦 な 表 面 で あ る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 デ バ イ ス を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 が 、
　 第 １ の 表 面 及 び 反 対 の 第 ２ の 表 面 を 有 す る 相 互 接 続 基 板 を 製 造 す る こ と で あ っ て 、 前 記  
相 互 接 続 基 板 が 前 記 第 ２ の 表 面 上 に コ ン タ ク ト パ ッ ド を 有 す る こ と と 、
　 前 記 第 １ の 表 面 及 び 前 記 第 ２ の 表 面 を 介 し て 延 在 す る ア パ ー チ ャ を 前 記 相 互 接 続 基 板 に  
形 成 す る こ と と 、
　 集 積 回 路 （ Ｉ Ｃ ） ダ イ 上 の オ ン チ ッ プ 要 素 が 前 記 ア パ ー チ ャ 内 で 露 出 さ れ 、 前 記 Ｉ Ｃ ダ  
イ 上 の ボ ン ド パ ッ ド が 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 ２ の 表 面 上 の 前 記 コ ン タ ク ト パ ッ ド の 一  
部 に 結 合 さ れ る よ う に 、 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ を 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 ２ の 表 面 上 に 搭 載 す る  
こ と と 、
　 前 記 オ ン チ ッ プ 要 素 の 周 り の 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ の 周 辺 領 域 を 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 ２ の  
表 面 に シ ー リ ン グ す る こ と と 、
　 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 １ の 表 面 と 前 記 ア パ ー チ ャ と に モ ー ル ド 化 合 物 が な い よ う に  
保 ち な が ら 、 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ と 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 ２ の 表 面 の 一 部 と を 前 記 モ ー ル ド  
化 合 物 で オ ー バ ー モ ー ル ド す る こ と と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 相 互 接 続 基 板 を 製 造 す る こ と が 、
　 コ ン タ ク ト パ ッ ド 及 び 第 １ の 閉 鎖 構 造 を 有 す る リ ー ド を 形 成 す る た め 、 支 持 基 板 上 に 金  
属 の 第 １ の 層 を エ ッ チ ン グ す る こ と と 、
　 ビ ア 及 び 第 ２ の 閉 鎖 構 造 を 形 成 す る た め 、 前 記 第 １ の 金 属 層 に 重 な る 第 ２ の 金 属 層 を エ  
ッ チ ン グ す る こ と で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 閉 鎖 構 造 が 、 金 属 閉 鎖 構 造 を 形 成 す る よ う に 前 記  
第 １ の 閉 鎖 構 造 と 整 合 さ れ る こ と と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 金 属 層 を 絶 縁 材 料 で 覆 う こ と と 、
　 前 記 絶 縁 材 料 の 一 部 を 除 去 す る こ と に よ っ て 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 １ の 表 面 を つ く  
る こ と と 、
　 前 記 支 持 基 板 を 除 去 し て 、 前 記 コ ン タ ク ト パ ッ ド の 表 面 と 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 １  
の 表 面 と は 反 対 の 前 記 絶 縁 材 料 の 一 部 の 表 面 と を 露 出 さ せ る こ と に よ っ て 、 前 記 相 互 接 続  
基 板 の 前 記 第 ２ の 表 面 を つ く る こ と と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 ア パ ー チ ャ を 形 成 す る こ と が 、
　 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 １ の 表 面 上 に 、 前 記 金 属 閉 鎖 構 造 の 一 部 を 露 出 さ せ る エ ッ チ  
ン グ マ ス ク を つ く る こ と と 、
　 残 留 要 素 を 囲 む 閉 鎖 空 間 を つ く る た め 、 金 属 閉 鎖 構 造 を 完 全 に エ ッ チ ン グ す る こ と と 、
　 前 記 残 留 要 素 を 除 去 す る こ と と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 ア パ ー チ ャ を 形 成 す る こ と が 、 前 記 相 互 接 続 基 板 を  
介 す る 穴 を 機 械 加 工 す る こ と を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ の 前 記 周 辺 領 域 を 前 記 第 ２ の 表 面 に シ  
ー リ ン グ す る こ と が 、 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ の 前 記 周 辺 領 域 と 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 ２ の 表 面  
と の 間 に ア ン ダ ー フ ィ ル 材 料 を 挿 入 す る こ と を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ の 周 辺 領 域 を 前 記 第 ２ の 表 面 に シ ー リ  
ン グ す る こ と が 、 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ 上 の 閉 鎖 金 属 リ ン グ を 前 記 相 互 接 続 基 板 に は ん だ 付 け す る  
こ と を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ を 前 記 モ ー ル ド 化 合 物 で オ ー バ ー モ ー ル ド す る 前 に 、 リ ー ド フ レ ー ム 上 の  
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リ ー ド フ レ ー ム コ ン タ ク ト を 前 記 相 互 接 続 基 板 上 の 前 記 コ ン タ ク ト パ ッ ド の 別 の 部 分 に 結  
合 す る こ と と 、
　 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ を オ ー バ ー モ ー ル ド し た 後 の 前 記 リ ー ド フ レ ー ム コ ン タ ク ト の 表 面 と 、 前  
記 リ ー ド フ レ ー ム と 、 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 １ の 表 面 の 一 部 と を 露 出 さ せ る こ と と 、
　 を さ ら に 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 複 数 の デ バ イ ス を 形 成 す る た め に 、 複 数 の 相 互 接 続  
基 板 が 並 列 に 製 造 及 び オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ 、 オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ た 後 に 前 記 複 数 の デ  
バ イ ス を 分 離 す る こ と を 更 に 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 デ バ イ ス を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 が 、
　 コ ン タ ク ト パ ッ ド 及 び 第 １ の 閉 鎖 構 造 を 有 す る リ ー ド を 形 成 す る た め 、 支 持 基 板 上 に 金  
属 の 第 １ の 層 を エ ッ チ ン グ す る こ と と 、
　 ビ ア 及 び 第 ２ の 閉 鎖 構 造 を 形 成 す る た め 、 前 記 第 １ の 金 属 層 に 重 な る 第 ２ の 金 属 層 を エ  
ッ チ ン グ す る こ と で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 閉 鎖 構 造 が 、 金 属 閉 鎖 構 造 を 形 成 す る よ う に 前 記  
第 １ の 閉 鎖 構 造 と 整 合 さ れ る こ と と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 金 属 層 を 絶 縁 材 料 で 覆 う こ と と 、
　 前 記 絶 縁 材 料 の 一 部 を 除 去 す る こ と に よ っ て 相 互 接 続 基 板 の 第 １ の 表 面 を つ く る こ と と  
、
　 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 １ の 表 面 上 に 、 前 記 金 属 閉 鎖 構 造 の 一 部 を 露 出 さ せ る エ ッ チ  
ン グ マ ス ク を つ く る こ と と 、
　 残 留 要 素 を 囲 む 閉 鎖 空 間 を つ く る た め 、 前 記 金 属 閉 鎖 構 造 を 完 全 に エ ッ チ ン グ す る こ と  
と 、
　 前 記 支 持 基 板 を 除 去 し て 、 前 記 コ ン タ ク ト パ ッ ド の 表 面 と 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 １  
の 表 面 と は 反 対 の 前 記 絶 縁 材 料 の 一 部 の 表 面 と を 露 出 さ せ る こ と に よ っ て 、 前 記 相 互 接 続  
基 板 の 第 ２ の 表 面 を つ く る こ と と 、
　 前 記 相 互 接 続 基 板 を 介 し て 第 １ の 表 面 か ら 前 記 反 対 の 第 ２ の 表 面 ま で 延 在 す る ア パ ー チ  
ャ を 形 成 す る た め に 前 記 残 留 要 素 を 除 去 す る こ と と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 集 積 回 路 （ Ｉ Ｃ ） ダ イ 上 の オ ン チ ッ プ 要 素 が 前 記 ア パ ー チ ャ 内 で 露 出 さ れ 、 前 記 Ｉ Ｃ ダ  
イ 上 の ボ ン ド パ ッ ド が 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 ２ の 表 面 上 の 前 記 コ ン タ ク ト パ ッ ド の 一  
部 に 結 合 さ れ る よ う に 、 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ を 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 ２ の 表 面 上 に 搭 載 す る  
こ と 、
　 前 記 オ ン チ ッ プ 要 素 の 周 り の 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ の 周 辺 領 域 を 、 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 ２  
の 表 面 に シ ー リ ン グ す る こ と と 、
　 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 １ の 表 面 と ア パ ー チ ャ と に 前 記 モ ー ル ド 化 合 物 が な い よ う に  
保 ち な が ら 、 前 記 Ｉ Ｃ ダ イ と 前 記 相 互 接 続 基 板 の 前 記 第 ２ の 表 面 の 一 部 と を 前 記 モ ー ル ド  
化 合 物 で オ ー バ ー モ ー ル ド す る こ と と 、
　 を 更 に 含 む 、 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 は 、 チ ッ プ 上 の セ ン サ の た め の 環 境 ア ク セ ス を 可 能 に す る オ ー プ ン キ ャ ビ テ ィ を 有  
す る 集 積 回 路 チ ッ プ の た め の パ ッ ケ ー ジ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 湿 度 セ ン サ 、 ガ ス セ ン サ 、 ｐ Ｈ セ ン サ 、 光 セ ン サ 、 Ｍ Ｅ Ｍ Ｓ （ 微 小 電 気 機 械 ） セ ン サ な  
ど 、 チ ッ プ の 表 面 又 は チ ッ プ の バ ル ク 内 に セ ン サ 要 素 が あ る 集 積 回 路 （ Ｉ Ｃ ） チ ッ プ セ ン  
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サ は 、 物 理 的 ／ 周 囲 環 境 材 料 が セ ン サ に 到 達 し て 測 定 さ れ 得 る よ う に す る た め に 、 パ ッ ケ  
ー ジ 内 の 開 口 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 パ ッ ケ ー ジ 内 に オ ー プ ン キ ャ ビ テ ィ を モ ー ル ド す る こ と が で き る フ ィ ル ム ア シ ス ト モ ー  
ル デ ィ ン グ （ Ｆ Ａ Ｍ ） の よ う な 手 法 は 、 妥 当 な 価 格 の 解 決 策 を 達 成 す る た め に 、 困 難 で 高  
価 な 設 定 を 必 要 と す る 。 パ ッ ケ ー ジ 内 に 開 口 を 提 供 す る セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ は 、 多 く の  
用 途 に 対 し て 法 外 な 価 格 と な っ て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 説 明 す る 例 に お い て 、 デ バ イ ス が 、 相 互 接 続 基 板 を 介 し た ア パ ー チ ャ を 有 す る 相 互 接 続  
基 板 を 含 む 。 オ ン チ ッ プ 要 素 を 有 す る 集 積 回 路 （ Ｉ Ｃ ） ダ イ が 、 オ ン チ ッ プ 要 素 が ア パ ー  
チ ャ と 整 合 さ れ ア パ ー チ ャ に 面 し た 状 態 で 、 相 互 接 続 基 板 上 に 搭 載 さ れ る 。 Ｉ Ｃ ダ イ は 、  
相 互 接 続 基 板 の 一 方 の 側 の み に モ ー ル ド 化 合 物 を 用 い て オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ 、 そ の 結 果  
、 ア パ ー チ ャ に は モ ー ル ド 化 合 物 が な い ま ま で あ り 、 オ ン チ ッ プ 要 素 が 周 囲 環 境 に ア ク セ  
ス す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 図 １ 】 相 互 接 続 基 板 が 、 オ ン チ ッ プ セ ン サ を 周 囲 環 境 に 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ を  
含 む 、 例 示 の デ バ イ ス の 等 角 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 図 ２ 】 例 示 の フ ィ ル ム ア シ ス ト モ ー ル デ ィ ン グ 手 法 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 ３ 】 相 互 接 続 基 板 が 、 オ ン チ ッ プ セ ン サ を 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ を 含 む 、 例 示  
の デ バ イ ス の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 ４ 】 別 の 例 示 の デ バ イ ス の 断 面 図 で あ り 、 相 互 接 続 基 板 が 、 フ リ ッ プ チ ッ プ 構 成 で オ  
ン チ ッ プ セ ン サ を 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 ５ Ａ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 に お け る ア パ ー チ ャ の 製 造 を 図 示 す る 底 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 に お け る ア パ ー チ ャ の 製 造 を 図 示 す る 底 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｃ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 に お け る ア パ ー チ ャ の 製 造 を 図 示 す る 底 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 ６ Ａ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の 製 造 を 図 示 す る 。
【 図 ６ Ｂ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の 製 造 を 図 示 す る 。
【 図 ６ Ｃ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の 製 造 を 図 示 す る 。
【 図 ６ Ｄ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の 製 造 を 図 示 す る 。
【 図 ６ Ｅ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の 製 造 を 図 示 す る 。
【 図 ６ Ｆ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の 製 造 を 図 示 す る 。
【 図 ６ Ｇ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の 製 造 を 図 示 す る 。
【 図 ６ Ｈ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の 製 造 を 図 示 す る 。
【 図 ６ Ｉ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の 製 造 を 図 示 す る 。
【 図 ６ Ｊ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の 製 造 を 図 示 す る 。
【 図 ６ Ｋ 】 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の 製 造 を 図 示 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 ７ 】 シ ー リ ン グ リ ン グ を 備 え る 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の 底 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 ８ Ａ 】 オ ン チ ッ プ セ ン サ を 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ を 有 す る 、 例 示 の デ バ イ ス の  
ア セ ン ブ リ 及 び 封 止 を 図 示 す る 。
【 図 ８ Ｂ 】 オ ン チ ッ プ セ ン サ を 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ を 有 す る 、 例 示 の デ バ イ ス の  
ア セ ン ブ リ 及 び 封 止 を 図 示 す る 。
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【 図 ８ Ｃ 】 オ ン チ ッ プ セ ン サ を 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ を 有 す る 、 例 示 の デ バ イ ス の  
ア セ ン ブ リ 及 び 封 止 を 図 示 す る 。
【 図 ８ Ｄ 】 オ ン チ ッ プ セ ン サ を 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ を 有 す る 、 例 示 の デ バ イ ス の  
ア セ ン ブ リ 及 び 封 止 を 図 示 す る 。
【 図 ８ Ｅ 】 オ ン チ ッ プ セ ン サ を 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ を 有 す る 、 例 示 の デ バ イ ス の  
ア セ ン ブ リ 及 び 封 止 を 図 示 す る 。
【 図 ８ Ｆ 】 オ ン チ ッ プ セ ン サ を 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ を 有 す る 、 例 示 の デ バ イ ス の  
ア セ ン ブ リ 及 び 封 止 を 図 示 す る 。
【 図 ８ Ｇ 】 オ ン チ ッ プ セ ン サ を 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ を 有 す る 、 例 示 の デ バ イ ス の  
ア セ ン ブ リ 及 び 封 止 を 図 示 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 ９ 】 個 片 化 前 の い く つ か の 封 止 さ れ た デ バ イ ス を 図 示 す る 、 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の ス  
ト リ ッ プ の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ ０ 】 オ ン チ ッ プ セ ン サ を 含 む 例 示 の デ バ イ ス の 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 面 に お い て 、 一 貫 性 の た め 同 様 の 要 素 は 同 様 の 参 照 符 号 に よ っ て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 「 モ ー ル ド 相 互 接 続 基 板 」 と し て も 知 ら れ る 多 層 配 路 可 能 リ ー ド フ レ ー ム （ Ｒ Ｌ Ｆ ） 相  
互 接 続 基 板 は 、 低 コ ス ト の パ ッ ケ ー ジ を 可 能 に す る パ ッ ケ ー ジ ン グ 技 術 で あ る 。 Ｒ Ｌ Ｆ 相  
互 接 続 基 板 を 製 作 す る た め に 困 難 な 又 は 高 価 な 細 工 は 必 要 と さ れ ず 、 こ れ に よ り 、 迅 速 な  
プ ロ ト タ イ ピ ン グ 及 び パ ッ ケ ー ジ 変 形 の 容 易 な 作 成 が 可 能 に な る 。 多 層 の 能 力 は 、 封 止 さ  
れ た パ ッ ケ ー ジ の ピ ン ア ウ ト に 柔 軟 性 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｒ Ｌ Ｆ は 配 路 さ れ た リ ー ド に パ タ ー ン 化 さ れ 、 絶 縁 材 料 で 覆 わ れ た 、 １ つ 又 は そ れ 以 上  
の 導 電 層 を 有 す る 相 互 接 続 基 板 を 形 成 す る た め に 、 一 連 の 付 加 的 な 処 理 工 程 を 用 い て 製 造  
さ れ る 相 互 接 続 基 板 で あ る 。 集 積 回 路 （ Ｉ Ｃ ） ダ イ を 相 互 接 続 基 板 上 に 搭 載 す る こ と が で  
き 、 次 い で Ｒ Ｌ Ｆ 及 び Ｉ Ｃ ダ イ を 封 止 し て Ｉ Ｃ デ バ イ ス を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 例 示 の Ｒ Ｌ Ｆ 相 互 接 続 基 板 は 、 １ つ の 表 面 か ら 反 対 の 表 面 ま で 相 互 接 続 基 板 を 貫 通 す る  
ア パ ー チ ャ を つ く る よ う に 構 成 さ れ る 。 ア パ ー チ ャ は 、 セ ン サ 要 素 を 含 む Ｉ Ｃ ダ イ が 相 互  
接 続 基 板 に 取 り 付 け ら れ る 前 に 形 成 さ れ る 。 ア パ ー チ ャ 内 で 露 出 し た セ ン サ 要 素 を 備 え る  
Ｉ Ｃ ダ イ を 取 り 付 け た 後 、 チ ッ プ の 裏 側 の み が オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ る 。 こ の よ う に し て  
、 セ ン サ 要 素 は 周 囲 環 境 に 露 出 さ れ 、 一 方 、 セ ン サ 要 素 表 面 上 の 直 接 エ ッ チ ン グ な ど の 処  
理 工 程 は 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 、 オ ン チ ッ プ セ ン サ １ ２ ２ を 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ １ １ ０ を 有 す る 、 例 示  
の セ ン サ デ バ イ ス １ ０ ０ の 等 角 図 で あ る 。 ア パ ー チ ャ １ １ ０ は 、 Ｉ Ｃ ダ イ １ ２ ０ を 相 互 接  
続 基 板 １ ０ ８ に 取 り 付 け る 前 に 、 相 互 接 続 基 板 １ ０ ８ を 介 し て 形 成 さ れ る 。 ア パ ー チ ャ １  
１ ０ は 、 表 面 １ ０ ９ か ら 、 Ｉ Ｃ ダ イ １ ２ ０ が 搭 載 さ れ る 反 対 の 表 面 （ こ の 図 で は 見 え な い  
） ま で 、 相 互 接 続 基 板 １ ０ ８ を 貫 通 す る 。 こ の 例 で は 、 リ ー ド フ レ ー ム が 相 互 接 続 基 板 １  
０ ８ に 結 合 さ れ て 、 １ ０ ４ で 示 さ れ る よ う な 、 パ ッ ケ ー ジ コ ン タ ク ト の セ ッ ト を 提 供 す る  
。 Ｉ Ｃ １ ２ ０ 及 び 相 互 接 続 基 板 １ ０ ８ の 裏 側 の み が 、 モ ー ル ド 化 合 物 １ ０ ６ で オ ー バ ー モ  
ー ル ド さ れ て 、 セ ン サ デ バ イ ス １ ０ ０ を 形 成 す る 。 相 互 接 続 基 板 １ ０ ８ の 表 面 １ ０ ９ に は  
、 モ ー ル ド 化 合 物 が な い ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 例 で は 、 セ ン サ デ バ イ ス １ ０ ０ が 、 よ り 大 き な シ ス テ ム の 一 部 と し て 印 刷 回 路 基 板  
（ Ｐ Ｃ Ｂ ） １ ０ ２ 上 に 搭 載 さ れ る 。 Ｐ Ｃ Ｂ １ ０ ２ は 、 既 知 の 又 は 後 に 開 発 さ れ る Ｐ Ｃ Ｂ 技  
術 を 用 い て 製 造 さ れ る 。 セ ン サ デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 は ん だ リ フ ロ ー な ど の 既 知 の 又 は 後 の  
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技 術 を 用 い て 、 ボ ン ド パ ッ ド に 結 合 さ れ 、 そ れ に よ っ て Ｐ Ｃ Ｂ １ ０ ２ 内 の 回 路 ト レ ー ス に  
結 合 さ れ る 。 別 の 例 に お い て 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 、 可 撓 性 フ ィ ル ム 基 板 な ど 、 別 の タ イ プ の  
シ ス テ ム 基 板 を Ｐ Ｃ Ｂ １ ０ ２ の 代 わ り に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 例 で は 、 ア パ ー チ ャ １ １ ０ が デ バ イ ス １ ０ ０ の 頂 部 側 に 配 置 さ れ て 、 デ バ イ ス １ ０  
０ が Ｐ Ｃ Ｂ 又 は 他 の タ イ プ の シ ス テ ム 基 板 上 に 搭 載 さ れ た 後 に セ ン サ 要 素 １ ２ ２ が 周 囲 環  
境 に 露 出 さ れ る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 例 示 の フ ィ ル ム ア シ ス ト モ ー ル デ ィ ン グ 手 法 の 断 面 図 で あ る 。 こ の 例 で は 、 オ  
ン チ ッ プ セ ン サ 要 素 ２ ０ ４ を 有 す る Ｉ Ｃ ダ イ ２ ０ ２ が 、 リ ー ド フ レ ー ム ダ イ 取 り 付 け パ ッ  
ド （ Ｄ Ａ Ｐ ） ２ ０ ６ 上 に 搭 載 さ れ 、 ボ ン ド ワ イ ヤ ２ ０ ８ に よ っ て リ ー ド ２ ０ ７ に 結 合 さ れ  
る 。 次 い で 、 Ｉ Ｃ ダ イ ２ ０ ２ 及 び Ｄ Ａ Ｐ ２ ０ ６ は 下 側 モ ー ル ド ２ １ ０ 及 び 上 側 モ ー ル ド ２  
１ ２ を 用 い て オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ 、 そ の 中 に モ ー ル ド 化 合 物 が ポ ー ト ２ １ ６ を 介 し て 射  
出 さ れ て 、 Ｉ Ｃ ダ イ ２ ０ ２ 及 び Ｄ Ａ Ｐ ２ ０ ６ を 囲 む 空 間 ２ ０ ０ を 充 填 し 、 パ ッ ケ ー ジ 化 さ  
れ た セ ン サ デ バ イ ス を 形 成 す る 。 こ の 例 で は 、 非 粘 着 性 エ チ レ ン テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン  
（ Ｅ Ｔ Ｆ Ｅ ） の 薄 膜 ２ １ ４ が 離 型 剤 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 側 モ ー ル ド ２ １ ２ の 一 部 ２ １ ８ が 、 セ ン サ 要 素 ２ ０ ４ に ほ ぼ 接 す る よ う に
構 成 さ れ る 。 Ｅ Ｔ Ｆ Ｅ 薄 膜 ２ １ ４ は 、 上 側 モ ー ル ド ２ １ ８ と オ ン チ ッ プ セ ン サ ２ ０ ４ と の  
間 の 残 り の 空 間 を シ ー リ ン グ す る 。 こ の よ う に し て 、 オ ン チ ッ プ セ ン サ ２ ０ ４ が 周 囲 環 境  
に 露 出 さ れ る こ と を 可 能 に す る ア パ ー チ ャ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か し な が ら 、 Ｆ Ａ Ｍ プ ロ セ ス を 用 い て セ ン サ デ バ イ ス を 製 造 す る こ と は 、 必 要 と さ れ  
る 上 側 モ ー ル ド 及 び 下 側 モ ー ル ド を つ く る た め に 、 困 難 か つ 高 価 な 設 定 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ は 例 示 の デ バ イ ス ３ ０ ０ の 断 面 図 で あ り 、 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８ は 、 Ｉ Ｃ ダ イ ３ ２ ０  
上 に 位 置 す る オ ン チ ッ プ セ ン サ ３ ２ ２ を 周 囲 環 境 に 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ ３ １ ０ を  
含 む 。 例 示 の デ バ イ ス ３ ０ ０ は 、 例 示 の デ バ イ ス １ ０ ０ （ 図 １ ） と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８ は 、 導 電 層 が パ タ ー ン 化 さ れ て 相 互 接 続 リ ー ド 線 を 形 成 す る 、 導 電  
材 料 及 び 絶 縁 材 料 の い く つ か の 層 を 含 む 。 こ の 例 で は 、 層 ３ １ １ 及 び 層 ３ １ ３ は 、 リ ー ド  
線 及 び コ ン タ ク ト パ ッ ド に パ タ ー ン 化 さ れ る 導 電 層 で あ る 。 例 え ば 、 リ ー ド 線 ３ １ ５ は 、  
リ ー ド 層 ３ １ １ 内 の 様 々 な リ ー ド 線 を 表 す 。 コ ン タ ク ト パ ッ ド ３ １ ６ は 、 リ ー ド 層 ３ １ １  
内 の 様 々 な コ ン タ ク ト パ ッ ド を 表 す 。 ビ ア 層 ３ １ ２ 内 に は 、 層 ３ １ １ 内 の リ ー ド 線 と 層 ３  
１ ３ 内 の リ ー ド 線 と の 間 を 接 続 す る た め の ビ ア が 形 成 さ れ る 。 絶 縁 材 料 ３ １ ４ が 、 リ ー ド  
線 間 に 配 置 さ れ て 、 そ れ ら を 互 い に 絶 縁 す る 。 こ の 例 で は 、 断 熱 材 料 は 「 Ａ ｊ ｉ ｎ ｏ ｍ ｏ  
ｔ ｏ ( 商 標 ) Ｂ ｕ ｉ ｌ ｄ － ｕ ｐ   Ｆ ｉ ｌ ｍ （ Ａ Ｂ Ｆ ） 」 で あ る 。 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８ を 製 造  
す る た め の プ ロ セ ス は 、 以 下 で よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８ の 頂 部 表 面 か ら 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８ の 反 対 の 底 部 表 面 ま で 延 在 す る  
ア パ ー チ ャ ３ １ ０ が 、 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８ 内 に 製 造 さ れ る 。 ア パ ー チ ャ ３ １ ０ の 位 置 は Ｉ  
Ｃ ダ イ ３ ２ ０ が 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８ に 結 合 さ れ る と き 、 セ ン サ 要 素 ３ ２ ２ の 場 所 と 整 合 す  
る よ う に 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 例 で は 、 Ｉ Ｃ ダ イ ３ ２ ０ は 、 Ｉ Ｃ ダ イ ３ ２ ０ の 各 ボ ン ド パ ッ ド 上 に 形 成 さ れ た 銅 ポ  
ス ト を 有 す る 。 ポ ス ト ３ ２ ４ は 、 こ れ ら の 銅 ポ ス ト を 表 す 。 銅 ポ ス ト は 、 シ リ コ ン ダ イ 上  
に ポ ス ト を 形 成 す る た め の 既 知 の 又 は 後 に 開 発 さ れ る 手 法 を 用 い て 製 造 さ れ る 。 Ｉ Ｃ ダ イ  
３ ２ ０ は 、 銅 ポ ス ト を そ れ ぞ れ の リ ー ド 線 に は ん だ 付 け す る こ と に よ っ て 相 互 接 続 基 板 に  
結 合 さ れ る 。 例 え ば 、 銅 ポ ス ト ３ ２ ４ は 、 既 知 の 又 は 後 に 開 発 さ れ る ダ イ 取 り 付 け 手 法 を  
用 い て 相 互 接 続 リ ー ド 線 ３ １ ５ に は ん だ 付 け さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 例 で は 、 セ ン サ ３ ２ ２ を 囲 む 連 続 銅 リ ン グ ３ ２ ５ が 、 銅 ポ ス ト ３ ２ ４ な ど の 銅 ポ ス  
ト と 共 に Ｉ Ｃ ３ ２ ０ 上 に 製 造 さ れ る 。 銅 リ ン グ ３ ２ ５ は 、 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８ の 層 ３ １ １  
内 に 製 造 さ れ る 銅 リ ン グ ３ １ ６ と 整 合 す る よ う に 位 置 決 め さ れ る 。 銅 リ ン グ ３ ２ ５ は 、 銅  
ポ ス ト が 、 既 知 の 又 は 後 に 開 発 さ れ る ダ イ 取 り 付 け 手 法 を 用 い て リ ー ド 線 に は ん だ 付 け さ  
れ る の と 同 時 に 、 銅 リ ン グ ３ １ ６ に は ん だ 付 け さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 セ ン サ 要 素 ３ ２  
２ の 周 り の 周 辺 領 域 の Ｉ Ｃ ダ イ と 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８ の 底 部 表 面 と の 間 に シ ー ル が 形 成 さ  
れ る 。 こ の シ ー ル は Ｉ Ｃ ダ イ ３ ２ ０ が モ ー ル ド 化 合 物 ３ ０ ６ で オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ る と  
き に 、 モ ー ル ド 化 合 物 が ア パ ー チ ャ ３ １ ０ に 入 る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 例 で は 、 リ ー ド フ レ ー ム が 、 リ ー ド フ レ ー ム コ ン タ ク ト ３ ０ ４ 、 ３ ０ ５ に よ っ て 表  
さ れ る リ ー ド フ レ ー ム コ ン タ ク ト の セ ッ ト を 有 す る 。 リ ー ド フ レ ー ム コ ン タ ク ト は 、 銅 ポ  
ス ト ３ ２ ４ と 同 様 に 、 は ん だ を 用 い て 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８ に 結 合 さ れ る 。 デ バ イ ス ３ ０ ０  
が モ ー ル ド 化 合 物 ３ ０ ６ で オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ た 後 、 リ ー ド フ レ ー ム の 支 持 部 材 が ト リ  
ミ ン グ さ れ て 、 リ ー ド フ レ ー ム コ ン タ ク ト ３ ０ ４ 、 ３ ０ ５ が 残 さ れ る 。 こ れ ら の リ ー ド フ  
レ ー ム コ ン タ ク ト に よ り 、 Ｐ Ｃ Ｂ １ ０ ２ （ 図 １ ） な ど の Ｐ Ｃ Ｂ 上 に 、 Ｐ Ｃ Ｂ か ら 離 れ る 方  
向 を 向 い た ア パ ー チ ャ ３ １ ０ を 備 え て 、 デ バ イ ス ３ ０ ０ を 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 Ｉ Ｃ ダ イ ３ ２ ０ は 、 デ バ イ ス ３ ０ ０ の 底 部 外 側 表 面 ３ ０ ７ を 形 成 す る た め に 、 一 方 の 側  
の み に オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ る 。 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８ の 頂 部 表 面 ３ ０ ９ に は モ ー ル ド 化 合  
物 が な い ま ま で あ り 、 頂 部 表 面 ３ ０ ９ は 、 デ バ イ ス ３ ０ ０ の 反 対 の 頂 部 表 面 外 側 表 面 と な  
る 。 こ の よ う に し て 、 ア パ ー チ ャ ３ １ ０ に は 、 モ ー ル ド 化 合 物 が な い ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ は 別 の 例 示 の デ バ イ ス ４ ０ ０ の 断 面 図 で あ り 、 相 互 接 続 基 板 ４ ０ ８ は 、 Ｉ Ｃ ダ イ ４  
２ ０ 内 に 位 置 す る オ ン チ ッ プ セ ン サ ４ ２ ２ を 周 囲 環 境 に 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ ４ １  
０ を 含 む 。 こ の 例 で は 、 Ｉ Ｃ ダ イ ４ ２ ０ は フ リ ッ プ チ ッ プ 構 成 で 搭 載 さ れ る 。 相 互 接 続 基  
板 ４ ０ ８ は 、 相 互 接 続 リ ー ド 線 ４ １ ５ な ど の 相 互 接 続 リ ー ド 線 を 形 成 す る た め に 導 電 層 が  
パ タ ー ン 化 さ れ る 導 電 材 料 及 び 絶 縁 材 料 の 層 ４ １ １ ～ ４ １ ４ を 有 す る 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８  
（ 図 ３ ） と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 相 互 接 続 基 板 ４ ０ ８ の 頂 部 表 面 か ら 相 互 接 続 基 板 ４ ０ ８ の 反 対 の 底 部 表 面 ま で 延 在 す る  
ア パ ー チ ャ ４ １ ０ が 、 相 互 接 続 基 板 ４ ０ ８ 内 に 製 造 さ れ る 。 ア パ ー チ ャ ４ １ ０ の 位 置 は Ｉ  
Ｃ ダ イ ４ ２ ０ が 相 互 接 続 基 板 ４ ０ ８ に 結 合 さ れ る と き 、 セ ン サ 要 素 ４ ２ ２ の 場 所 と 整 合 す  
る よ う に 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 例 で は 、 Ｉ Ｃ ダ イ ４ ２ ０ は 、 Ｉ Ｃ ダ イ ４ ２ ０ の 各 ボ ン ド パ ッ ド 上 に 形 成 さ れ た 銅 ポ  
ス ト を 有 す る 。 ポ ス ト ４ ２ ４ は 、 こ れ ら の 銅 ポ ス ト を 表 す 。 銅 ポ ス ト は 、 シ リ コ ン ダ イ 上  
に ポ ス ト を 形 成 す る た め の 既 知 の 又 は 後 に 開 発 さ れ る 手 法 を 用 い て 製 造 さ れ る 。 Ｉ Ｃ ダ イ  
４ ２ ０ は 、 銅 ポ ス ト を そ れ ぞ れ の リ ー ド 線 に は ん だ 付 け す る こ と に よ っ て 相 互 接 続 基 板 に  
結 合 さ れ る 。 例 え ば 、 銅 ポ ス ト ４ ２ ４ は 相 互 接 続 リ ー ド 線 ４ １ ５ に は ん だ 付 け さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 例 で は 、 連 続 シ ー ル ４ ３ ０ が 、 セ ン サ 要 素 ４ ２ ２ の 周 り の 周 辺 領 域 の Ｉ Ｃ ダ イ ４ ２  
０ と 相 互 接 続 基 板 ４ ０ ８ の 頂 部 表 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 シ ー ル ４ ３ ０ が 、  
Ｉ Ｃ ダ イ ４ ２ ０ と 相 互 接 続 基 板 ４ ０ ８ と の 間 の 間 隙 を 充 填 す る た め に 設 置 さ れ る 低 粘 度 エ  
ポ キ シ ア ン ダ ー フ ィ ル で あ る 。 低 粘 度 エ ポ キ シ は 、 例 え ば 、 シ リ ン ジ を 用 い て 設 置 す る こ  
と が で き る 。 低 粘 度 エ ポ キ シ は 、 毛 細 管 現 象 に よ っ て Ｉ Ｃ ダ イ ４ ２ ０ と 相 互 接 続 基 板 ４ ０  
８ と の 間 の 間 隙 に 吸 引 さ れ る 。 硬 化 後 、 こ の シ ー ル は 、
Ｉ Ｃ ダ イ ４ ２ ０ が モ ー ル ド 化 合 物 ４ ０ ６ で オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ る と き に 、 モ ー ル ド 化 合  
物 が ア パ ー チ ャ ４ １ ０ に 入 る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 Ｉ Ｃ ダ イ ４ ２ ０ は 、 デ バ イ ス ４ ０ ０ の 頂 部 外 側 表 面 ４ ０ ７ を 形 成 す る た め に 、 一 方 の 側  
の み に オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ る 。 相 互 接 続 基 板 ４ ０ ８ の 底 部 表 面 ４ ０ ９ に は モ ー ル ド 化 合  
物 が な い ま ま で あ り 、 底 部 表 面 ４ ０ ９ は 、 デ バ イ ス ４ ０ ０ の 反 対 の 底 部 表 面 外 側 表 面 と な  
る 。 こ の よ う に し て 、 ア パ ー チ ャ ４ １ ０ に は モ ー ル ド 化 合 物 が な い ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 例 で は 、 コ ン タ ク ト ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ な ど の コ ン タ ク ト の セ ッ ト が 層 ４ １ ４ 内 に 形 成  
さ れ る 。 リ ー ド 層 ４ １ ３ 及 び ビ ア 層 ４ １ ２ 内 の ビ ア は 、 コ ン タ ク ト ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ を リ ー  
ド 層 ４ １ １ 内 の そ れ ぞ れ の リ ー ド 線 に 結 合 す る 。 コ ン タ ク ト ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ は 、 Ｐ Ｃ Ｂ に  
面 す る ア パ ー チ ャ ４ １ ０ を 有 す る Ｐ Ｃ Ｂ １ ０ ２ （ 図 １ ） な ど の Ｐ Ｃ Ｂ 上 に デ バ イ ス ４ ０ ０  
が 取 り 付 け ら れ る こ と を 可 能 に す る 。 こ の 場 合 、 セ ン サ 要 素 ４ ２ ２ が 周 囲 環 境 に 露 出 さ れ  
る こ と を 可 能 に す る た め に 、 ア パ ー チ ャ ４ １ ０ と 整 合 さ れ た 穴 が Ｐ Ｃ Ｂ 内 に 必 要 と さ れ 得  
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｃ は 、 例 示 の 相 互 接 続 基 板 ５ ０ ０ に お け る ア パ ー チ ャ ５ １ ０ の 製 造 を 図 示  
す る 底 面 図 で あ る 。 例 示 の 相 互 接 続 基 板 ５ ０ ０ は 、 相 互 接 続 基 板 １ ０ ８ （ 図 １ ） 、 相 互 接  
続 基 板 ３ ０ ８ （ 図 ３ ） 、 及 び 相 互 接 続 基 板 ４ ０ ８ （ 図 ４ ） と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ Ａ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う な Ｐ Ｃ Ｂ １ ０ ２ な ど の 、 別 の 基 板 に 相 互 接 続 基 板 を 結 合  
す る た め に 用 い ら れ 得 る 相 互 接 続 基 板 ５ ０ ０ の 底 部 表 面 上 に 露 出 さ れ 、 概 し て ５ ０ ４ 、 ５  
０ ５ で 示 さ れ る 銅 コ ン タ ク ト パ ッ ド の セ ッ ト を 図 示 す る 。 こ の 例 で は 、 相 互 接 続 基 板 の 絶  
縁 層 が 、 Ａ Ｂ Ｆ を 用 い て 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｋ を 参 照 し て よ り 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 相 互 接 続 基 板 ５ ０ ０ の 各 層 上 に  
、 銅 シ リ ン ダ ５ ２ ４ が 銅 リ ン グ の ス タ ッ ク と し て 製 造 さ れ る 。 こ の 例 で は 円 形 リ ン グ と し  
て 示 さ れ て い る が 、 他 の 例 に お い て 閉 鎖 構 造 ５ ２ ４ が 楕 円 形 、 正 方 形 、 矩 形 な ど の 他 の 形  
状 を 有 す る 可 能 性 が あ る 。 残 留 要 素 ５ ２ ６ は 、 銅 円 筒 ５ ２ ４ に よ っ て 囲 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ５ Ｂ は 、 残 留 要 素 ５ ２ ６ を 囲 む 空 の 円 筒 形 空 間 ５ ２ ５ を 形 成 す る た め に エ ッ チ ン グ プ  
ロ セ ス を 用 い て 銅 シ リ ン ダ ５ ２ ４ を 除 去 し た 後 の 相 互 接 続 基 板 ５ ０ ０ を 図 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ Ｃ は 、 ア パ ー チ ャ ５ １ ０ を 形 成 す る た め に 残 留 要 素 ５ ２ ６ を 除 去 し た 後 の 相 互 接 続  
基 板 ５ ０ ０ を 図 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｋ は 、 相 互 接 続 基 板 １ ０ ８ （ 図 １ ） 、 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８ （ 図 ３ ） 、 及 び  
相 互 接 続 基 板 ４ ０ ８ （ 図 ４ ） に 類 似 す る 、 例 示 の 相 互 接 続 基 板 ５ ０ ０ （ 図 ５ Ｃ ） の 製 造 を  
図 示 す る 。 配 路 可 能 な リ ー ド 相 互 接 続 基 板 を 製 造 す る た め の 既 知 の 又 は 後 に 開 発 さ れ る 手  
法 を 用 い て 、 相 互 接 続 基 板 を 製 造 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ２ ０ ０ ２ 年 の Ｍ ｉ ｃ ｈ ａ ｅ  
ｌ   Ｍ .   Ｌ ｉ ｕ の 「 半 導 体 パ ッ ケ ー ジ の た め の モ ー ル ド さ れ た 相 互 接 続 基 板 （ Ｍ Ｉ Ｓ ）  
技 術 」 を 参 照 さ れ た い 。 以 下 に 、 相 互 接 続 基 板 を 製 造 す る た め の 手 法 に つ い て 簡 単 に 説 明  
す る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 “ Ｍ ｏ ｌ ｄ ｅ ｄ   Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｃ ｏ ｎ ｎ ｅ ｃ ｔ   Ｓ ｕ ｂ ｓ ｔ ａ ｔ ｅ   （ Ｍ  
Ｉ Ｓ ）   Ｔ ｅ ｃ ｈ ｎ ｏ ｌ ｏ ｇ ｙ   ｆ ｏ ｒ   Ｓ ｅ ｍ ｉ ｃ ｏ ｎ ｄ ｕ ｃ ｔ ｏ ｒ   Ｐ ａ ｃ ｋ ａ ｇ ｅ  
ｓ ， ”   Ｍ ｉ ｃ ｈ ａ ｅ ｌ   Ｍ ．   Ｌ ｉ ｕ ，   ２ ０ ２ ０ ．
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ６ Ａ は 、 相 互 接 続 基 板 が 上 に 製 造 さ れ る 、 金 属 キ ャ リ ア ６ ０ ２ の 断 面 図 を 示 す 。 こ の  
例 で は 、 単 一 の デ バ イ ス の た め の 相 互 接 続 基 板 が 示 さ れ て い る 。 相 互 接 続 基 板 の セ ッ ト が  
、 基 板 の ス ト リ ッ プ 又 は 基 板 の シ ー ト と し て 同 時 に 配 置 さ れ て 製 造 さ れ て も よ い 。 次 い で  
、 基 板 は 、 完 全 な デ バ イ ス の 製 造 後 に 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ６ Ｂ は 、 金 属 キ ャ リ ア ６ ０ ２ 上 に め っ き さ れ 、 次 い で リ ソ グ ラ フ ィ プ ロ セ ス を 用 い て  
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パ タ ー ン 化 さ れ 、 エ ッ チ ン グ さ れ て 、 例 え ば 、 Ｉ Ｃ 上 の ボ ン ド パ ッ ド に 結 合 す る た め の 相  
互 接 続 及 び ボ ン ド パ ッ ド を 提 供 す る た め に 、 様 々 な 構 成 の 水 平 相 互 接 続 リ ー ド 線 の セ ッ ト  
を 形 成 す る 、 銅 な ど の 金 属 層 ６ ０ ４ を 図 示 す る 。 こ の 例 で は 、 閉 鎖 リ ン グ ５ ２ ４ － １ が ア  
パ ー チ ャ の 輪 郭 を 開 始 す る た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ Ｃ は 、 銅 な ど の 第 ２ の 金 属 層 ６ ０ ６ を 図 示 し 、 こ れ は 、 垂 直 相 互 接 続 を 形 成 す る た  
め の 垂 直 ビ ア の セ ッ ト を 形 成 す る た め に 、 め っ き さ れ 、 パ タ ー ン 化 さ れ 、 エ ッ チ ン グ さ れ  
る 。 単 一 層 の 相 互 接 続 の 場 合 、 ビ ア は 、 外 部 接 触 に 用 い ら れ て も よ い 。 複 数 層 の 相 互 接 続  
の 場 合 、 ビ ア は 、 第 １ の 相 互 接 続 層 上 の 相 互 接 続 リ ー ド を 第 ２ の 相 互 接 続 層 上 の そ れ ぞ れ  
の 相 互 接 続 リ ー ド に 接 続 し 得 る 。 こ の 例 で は 、 第 ２ の 閉 鎖 リ ン グ ５ ２ ４ － ２ が 第 １ の リ ン  
グ ５ ２ ４ － １ の 頂 部 上 に 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ６ Ｄ は 、 第 １ の 相 互 接 続 層 ６ ０ ４ 及 び ビ ア 層 ６ ０ ６ の 上 に 形 成 さ れ る 絶 縁 層 ６ ０ ８ を  
図 示 す る 。 こ の 例 で は 、 絶 縁 層 ６ ０ ８ は Ａ Ｂ Ｆ で あ る 。 別 の 例 に お い て 、 絶 縁 層 ６ ０ ８ が  
、 例 え ば 、 エ ポ キ シ モ ー ル ド 化 合 物 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ６ Ｅ は 、 絶 縁 層 ６ ０ ８ を 研 削 す る こ と に よ っ て 生 成 さ れ る 平 坦 化 さ れ た 頂 部 表 面 ６ １  
０ を 図 示 す る 。 こ の よ う に し て 、 ビ ア の 頂 部 及 び リ ン グ ５ ２ ４ － ２ の 頂 部 が 露 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ６ Ｆ は 、 銅 な ど の 第 ２ の 相 互 接 続 層 ６ １ ４ を 示 し 、 こ れ は 、 平 坦 化 さ れ た 表 面 ６ １ ０  
上 に め っ き さ れ 、 次 い で 、 リ ソ グ ラ フ ィ プ ロ セ ス を 用 い て パ タ ー ン 化 さ れ 、 エ ッ チ ン グ さ  
れ て 、 様 々 な 構 成 の 水 平 相 互 接 続 リ ー ド 線 の 第 ２ の セ ッ ト を 形 成 す る 。 相 互 接 続 層 ６ １ ４  
内 の 相 互 接 続 リ ー ド が 、 ビ ア 層 ６ ０ ６ 内 の ビ ア の 頂 部 に 接 続 す る こ と が で き る 。 こ の 例 で  
は 、 第 ３ の 閉 鎖 リ ン グ ５ ２ ４ － ３ が 第 ２ の リ ン グ ５ ２ ４ － ２ の 上 に 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ６ Ｇ は 、 銅 な ど の 第 ２ の 金 属 層 ６ ０ ６ を 図 示 し 、 こ れ は 、 め っ き さ れ 、 パ タ ー ン 化 さ  
れ 、 エ ッ チ ン グ さ れ て 、 垂 直 相 互 接 続 を 形 成 す る た め の 垂 直 ビ ア の セ ッ ト を 形 成 す る 。 こ  
れ ら の ビ ア は 、 外 部 接 触 に 用 い る こ と が で き る 。 こ の 例 で は 、 第 ４ の 閉 鎖 リ ン グ ５ ２ ４ －  
４ が 第 ３ の リ ン グ ５ ２ ４ － ３ の 頂 部 上 に 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ６ Ｈ は 、 第 ２ の 相 互 接 続 層 ６ １ ４ 及 び ビ ア 層 ６ １ ６ の 上 に 形 成 さ れ る 第 ２ の 絶 縁 層 ６  
１ ８ を 図 示 す る 。 こ の 例 で は 、 絶 縁 層 ６ １ ８ は Ａ Ｂ Ｆ で あ る 。 別 の 例 に お い て 、 絶 縁 層 が  
、 例 え ば 、 エ ポ キ シ モ ー ル ド 化 合 物 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ６ Ｉ は 、 絶 縁 層 ６ １ ８ を 研 削 す る こ と に よ っ て 生 成 さ れ る 平 坦 化 さ れ た 頂 部 表 面 ６ ２  
０ を 図 示 す る 。 こ の よ う に し て 、 ビ ア の 頂 部 が 露 出 さ れ る 。 同 様 に 、 シ リ ン ダ ５ ２ ４ の 頂  
部 が 露 出 さ れ る 。 シ リ ン ダ ５ ２ ４ は 、 リ ン グ ５ ２ ４ － １ 、 ５ ２ ４ － ２ 、 ５ ２ ４ － ３ 、 ５ ２  
４ － ４ を 含 み 、 残 留 要 素 ５ ２ ６ を 囲 む 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ６ Ｊ は 、 エ ッ チ ン グ プ ロ セ ス を 用 い て 銅 シ リ ン ダ ５ ２ ４ を 除 去 し た 後 の 残 留 要 素 ５ ２  
６ を 囲 む 空 の 円 筒 形 空 間 ５ ２ ５ を 図 示 す る 。 エ ッ チ ン グ マ ス ク が 、 表 面 ６ ２ ０ 上 に つ く ら  
れ 、 次 い で 、 金 属 シ リ ン ダ ５ ２ ４ の 頂 部 の み を 露 出 さ せ る よ う に パ タ ー ン 化 さ れ る 。 次 い  
で 、 金 属 シ リ ン ダ ５ ２ ４ は 、 完 全 な 金 属 エ ッ チ ン グ プ ロ セ ス に よ っ て 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ６ Ｋ は 、 平 坦 化 さ れ た 頂 部 表 面 ６ ２ ０ の 反 対 側 に あ る 平 坦 化 さ れ た 底 部 表 面 ６ ２ ２ を  
図 示 す る 。 底 部 表 面 ６ ２ ２ は 、 水 平 相 互 接 続 及 び ダ イ 取 り 付 け パ ッ ド を 露 出 さ せ る た め に  
、 こ の と き に は モ ー ル ド ／ ビ ル ド ア ッ プ さ れ て い る 相 互 接 続 基 板 の 下 の キ ャ リ ア ６ ０ ２ の  
バ ル ク を エ ッ チ ン グ 又 は 研 削 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 露 出 し た ダ イ 取 り 付 け パ ッ ド  
に は 、 Ｎ ｉ Ｐ ｄ Ａ ｕ 、 Ｃ ｕ ＋ Ｏ Ｓ Ｐ 、 及 び ／ 又 は 事 前 め っ き リ ー ド フ レ ー ム （ Ｐ Ｐ Ｆ ） 構  
成 な ど の 表 面 仕 上 げ が 施 さ れ て も よ い 。 キ ャ リ ア ６ ０ ２ が 除 去 さ れ る と 、 残 留 要 素 ５ ２ ６  
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は 自 由 に な り 、 除 去 さ れ て 、 上 側 表 面 ６ ２ ０ 及 び 底 部 表 面 ６ ２ ２ を 介 し て 延 在 す る ア パ ー  
チ ャ ５ １ ０ を 曝 露 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に し て 、 対 向 す る 平 坦 表 面 を 有 す る ２ 層 相 互 接 続 基 板 が 製 造 さ れ る 。 同 じ プ ロ  
セ ス 工 程 を 用 い て 、 ア パ ー チ ャ ５ １ ０ が 相 互 接 続 基 板 内 に 製 造 さ れ る 。 他 の 例 に お い て 、  
付 加 的 な 相 互 接 続 層 が 同 様 の 方 式 で 製 造 さ れ 得 る 。 別 の 例 に お い て 、 単 一 層 の 相 互 接 続 基  
板 が 同 様 の 方 式 で 製 造 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ７ は 、 例 示 の 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８ （ 図 ３ ） の 底 面 図 で あ り 、 継 続 的 な シ ー リ ン グ リ ン  
グ ３ １ ６ （ 図 ３ 参 照 ） を よ り 詳 し く 示 す 。 シ ー リ ン グ リ ン グ ３ １ ６ は 、 相 互 接 続 基 板 ３ ０  
８ の 第 １ の 相 互 接 続 層 ３ １ １ に お い て パ タ ー ン 化 さ れ 、 エ ッ チ ン グ さ れ る 。 図 ３ に つ い て  
説 明 し た よ う に 、 シ ー リ ン グ リ ン グ ３ １ ６ は 、 Ｉ Ｃ ３ ２ ０ （ 図 ３ ） 上 の 銅 リ ン グ ３ ２ ５ （  
図 ３ ） な ど の Ｉ Ｃ 上 に 製 造 さ れ た 整 合 銅 リ ン グ と 整 合 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 こ の 例 で は  
、 銅 リ ン グ ３ １ ６ 及 び 銅 リ ン グ ３ ２ ５ （ 図 ３ ） は 円 形 で あ る 。 別 の 例 に お い て 、 長 円 形 、  
正 方 形 、 矩 形 な ど の 異 な る 形 状 を 製 造 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ８ Ａ ～ 図 ８ Ｇ は 、 オ ン チ ッ プ セ ン サ ８ ２ ２ を 露 出 さ せ る た め の ア パ ー チ ャ ８ １ ０ を 有  
す る 、 例 示 の デ バ イ ス ８ ０ ０ の ア セ ン ブ リ 及 び 封 止 を 図 示 す る 。 こ の 例 で は 、 相 互 接 続 基  
板 ８ ０ ８ が 相 互 接 続 基 板 ４ ０ ８ （ 図 ４ ） に 類 似 す る 。 相 互 接 続 基 板 は 、 エ ッ チ ン グ さ れ て  
凹 部 を つ く る 各 外 周 側 の 領 域 ８ ４ ０ を 含 み 、 凹 部 は 、 そ の 後 、 金 な ど の 導 電 性 材 料 で め っ  
き さ れ て 、 各 コ ン タ ク ト パ ッ ド の た め の は ん だ 湿 潤 性 側 面 領 域 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ８ Ａ は 、 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｋ に 図 示 す る よ う に 製 造 さ れ た ア パ ー チ ャ ８ １ ０ を 含 む 、 例 示  
の 相 互 接 続 基 板 ８ ０ ８ の 断 面 図 で あ り 、 図 ８ Ｂ は 等 角 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ８ Ｃ は 、 オ ン チ ッ プ セ ン サ ８ ２ ２ を 有 す る 、 例 示 の Ｉ Ｃ ダ イ ８ ２ ０ の 断 面 図 で あ る 。  
Ｉ Ｃ ダ イ ８ ２ ０ は Ｉ Ｃ ８ ２ ０ を 相 互 接 続 基 板 ８ ０ ８ に は ん だ 付 け す る こ と を 容 易 に す る た  
め に 、 は ん だ ペ ー ス ト で 頂 部 が 覆 わ れ た 隆 起 銅 ポ ス ト ８ ２ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ８ Ｄ は 、 既 知 の 又 は 後 に 開 発 さ れ る 手 法 を 用 い て 例 示 の 相 互 接 続 基 板 ８ ０ ８ に は ん だ  
付 け さ れ た 後 の 例 示 の Ｉ Ｃ ８ ２ ０ の 断 面 図 で あ り 、 図 ８ Ｅ は 等 角 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 例 で は 、 シ ー リ ン グ 化 合 物 の 連 続 シ ー ル ８ ３ ０ が 、 Ｉ Ｃ ８ ２ ０ の 底 部 表 面 と 相 互 接  
続 ８ ０ ８ の 頂 部 表 面 と の 間 の セ ン サ 要 素 ８ ２ ２ の 周 り の Ｉ Ｃ ８ ２ ０ の 周 り の 周 辺 領 域 に 設  
置 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 シ ー ル ８ ３ ０ は 、 Ｉ Ｃ ダ イ ８ ２ ０ と 相 互 接 続 基 板 ８ ０ ８ と の 間 の  
間 隙 を 充 填 す る た め に 設 置 さ れ た 低 粘 度 エ ポ キ シ ア ン ダ ー フ ィ ル で あ る 。 こ の シ ー ル は 、  
Ｉ Ｃ ダ イ ８ ２ ０ が モ ー ル ド 化 合 物 ８ ０ ６ で オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ る と き に 、 モ ー ル ド 化 合  
物 が ア パ ー チ ャ ８ １ ０ に 入 る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ８ Ｆ は 、 完 成 し た 例 示 の セ ン サ デ バ イ ス ８ ０ ０ の 断 面 図 で あ り 、 図 ８ Ｇ は 等 角 図 で あ  
る 。 モ ー ル ド 化 合 物 ８ ０ ６ は 、 Ｉ Ｃ ダ イ ８ ２ ０ の 頂 部 表 面 及 び 相 互 接 続 基 板 ８ ０ ８ の 頂 部  
表 面 の 一 部 の み の 上 に オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ る 。 モ ー ル ド 化 合 物 ８ ０ ６ は セ ン サ デ バ イ ス  
８ ０ ０ の 頂 部 表 面 を 形 成 し 、 相 互 接 続 基 板 ８ ０ ８ の 底 部 表 面 は 、 セ ン サ デ バ イ ス ８ ０ ０ の  
反 対 の 底 部 表 面 を 形 成 す る 。 セ ン サ 要 素 ８ ２ ２ の 周 り の Ｉ Ｃ ダ イ ８ ２ ０ の 周 辺 領 域 の 周 り  
の 連 続 シ ー ル ８ ３ ０ は 、 オ ー バ ー モ ー ル ド プ ロ セ ス 中 に モ ー ル ド 化 合 物 ８ ０ ６ が ア パ ー チ  
ャ ８ １ ０ に 入 る こ と を 防 止 す る 。 こ の よ う に し て 、 ア パ ー チ ャ ８ １ ０ は 、 オ ー バ ー モ ー ル  
ド が 実 施 さ れ た 後 、 デ バ イ ス ８ ０ ０ の 外 側 表 面 を 貫 通 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の よ う に し て 、 セ ン サ 要 素 の た め の 下 向 き の ア パ ー チ ャ を 有 す る フ リ ッ プ チ ッ プ 構 成  
で Ｉ Ｃ ダ イ が 搭 載 さ れ た Ｑ Ｆ Ｎ （ ｑ ｕ ａ ｄ  ｆ ｌ ａ ｔ  ｎ ｏ - ｌ ｅ ａ ｄ ） パ ッ ケ ー ジ と し て  
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セ ン サ 要 素 が 製 造 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 セ ン サ デ バ イ ス が Ｐ Ｃ Ｂ 上 に 搭 載 さ れ る 場 合 、 セ  
ン サ デ バ イ ス の 周 り の 環 境 へ の オ ン チ ッ プ セ ン サ の ア ク セ ス を 提 供 す る た め に 、 Ｐ Ｃ Ｂ 内  
に 穴 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 別 の 実 施 例 に お い て 、 コ ン タ ク ト ３ ０ ４ 、 ３ ０ ５ （ 図 ３ ） を 有 す る リ ー ド フ レ ー ム な ど  
の 補 助 リ ー ド フ レ ー ム を 用 い て 、 上 向 き 構 成 の オ ン チ ッ プ セ ン サ 要 素 を 有 す る Ｉ Ｃ ダ イ を  
パ ッ ケ ー ジ 化 す る た め に 、 同 様 の 処 理 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ９ は 、 例 示 の 相 互 接 続 基 板 の ス ト リ ッ プ ９ ０ ８ の 断 面 図 で あ り 、 個 片 化 前 の い く つ か  
の 封 止 さ れ た デ バ イ ス ９ ０ ０ １ 、 ９ ０ ０ ２ 、 ９ ０ ０ ３ を 図 示 す る 。 こ の 例 で は 、 個 々 の Ｉ  
Ｃ ダ イ ８ ２ ０ が 、 既 知 の 又 は 後 に 開 発 さ れ る ダ イ 取 り 付 け 手 法 を 用 い て 相 互 接 続 基 板 ス ト  
リ ッ プ ９ ０ ８ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の 例 で は 、 シ ー リ ン グ 化 合 物 ８ ３ ０ の 連 続 シ ー ル が 、 Ｉ Ｃ ８ ２ ０ の 底 部 表 面 と 相 互 接  
続 ス ト リ ッ プ ９ ０ ８ の 頂 部 表 面 と の 間 の セ ン サ 要 素 ８ ２ ２ の 周 り の 各 Ｉ Ｃ ８ ２ ０ の 周 り の  
周 辺 領 域 に 設 置 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 シ ー ル は 、 各 Ｉ Ｃ ダ イ ８ ２ ０ と 相 互 接 続 基 板 ９ ０ ８  
と の 間 の 間 隙 を 充 填 す る よ う に 設 置 さ れ た 低 粘 度 エ ポ キ シ ア ン ダ ー フ ィ ル で あ る 。 こ の シ  
ー ル は 、 Ｉ Ｃ ダ イ ８ ２ ０ が モ ー ル ド 化 合 物 ８ ０ ６ で オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ る と き に 、 モ ー  
ル ド 化 合 物 が ア パ ー チ ャ ８ １ ０ に 入 る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 次 い で 、 ス ト リ ッ プ 全 体 が 、 モ ー ル ド 化 合 物 ９ ０ ６ で オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ る 。 各 Ｉ Ｃ  
ダ イ ８ ２ ０ の 周 り の 周 辺 領 域 に お け る シ ー ル に 起 因 し て 、 ア パ ー チ ャ 領 域 ８ １ ０ に は モ ー  
ル ド 化 合 物 が な い ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 い で 、 オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ た 後 、 ス ト リ ッ プ は 、 ソ ー イ ン グ に よ っ て 又 は 他 の 既 知  
の も し く は 後 に 開 発 さ れ る 個 片 化 技 術 に よ っ て 個 片 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ０ は 、 オ ン チ ッ プ セ ン サ を 含 む 、 例 示 の セ ン サ デ バ イ ス １ ０ ０ ０ の 概 略 図 で あ る 。  
こ の 例 で は 、 セ ン サ デ バ イ ス １ ０ ０ ０ が 、 オ ン チ ッ プ 相 対 湿 度 （ Ｒ Ｈ ） セ ン サ １ ０ ２ ２ と  
オ ン チ ッ プ 温 度 セ ン サ と を 含 む 。 相 対 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ ２ は 、 セ ン サ デ バ イ ス の パ ッ ケ ー  
ジ 内 の ア パ ー チ ャ を 介 し て 周 囲 環 境 に 露 出 さ れ る 必 要 が あ る 。 例 示 の 相 互 接 続 基 板 ３ ０ ８  
（ 図 ３ ） 又 は 相 互 接 続 基 板 ４ ０ ８ （ 図 ４ ） な ど の 相 互 接 続 基 板 を 介 し て 、 ア パ ー チ ャ が 設  
け ら れ る 。 こ の 例 で は 、 ア ナ ロ グ ／ デ ジ タ ル 変 換 器 （ Ａ Ｄ Ｃ ） １ ０ ５ １ が 、 Ｒ Ｈ セ ン サ １  
０ ２ ２ 及 び 温 度 セ ン サ １ ０ ２ ３ か ら の ア ナ ロ グ 信 号 サ ン プ ル を デ ジ タ ル デ ー タ サ ン プ ル に  
変 換 し 、 次 い で 、 デ ジ タ ル デ ー タ サ ン プ ル は 、 論 理 １ ０ ５ ２ に よ っ て ロ ー カ ル レ ジ ス タ に  
格 納 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 集 積 回 路 間 （ Ｉ ２ Ｃ ） イ ン タ ー フ ェ ー ス が 、 デ バ イ ス １ ０ ０ ０  
の コ ン タ ク ト パ ッ ド に 結 合 さ れ た 外 部 デ バ イ ス が セ ン サ デ ー タ サ ン プ ル に ア ク セ ス す る こ  
と を 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ る 。
他 の 実 施 例
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 説 明 さ れ る 例 に お い て 、 セ ン サ デ バ イ ス が 、 Ｉ Ｃ ダ イ と 相 互 接 続 基 板 と の 間 の 間 隙 を 充  
填 す る た め に エ ポ キ シ ア ン ダ ー フ ィ ル を 用 い て 相 互 接 続 基 板 に シ ー リ ン グ さ れ る Ｉ Ｃ ダ イ  
を 有 す る 。 別 の 説 明 さ れ る 例 に お い て 、 Ｉ Ｃ ダ イ 上 に 形 成 さ れ る リ ン グ が 、 Ｉ Ｃ ダ イ と 相  
互 接 続 基 板 と の 間 の 間 隙 を シ ー リ ン グ す る た め に 用 い ら れ る 。 い ず れ の 場 合 も 、 Ｉ Ｃ ダ イ  
は 、 セ ン サ 要 素 を 下 に 向 け た フ リ ッ プ チ ッ プ 構 成 で 搭 載 さ れ る 。 い ず れ か の シ ー リ ン グ 構  
成 も 、 封 止 さ れ た パ ッ ケ ー ジ 内 で セ ン サ 要 素 が 上 向 き と さ れ 得 る よ う に 、 補 助 リ ー ド フ レ  
ー ム と 共 に 用 い ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 説 明 さ れ る 例 に お い て 、 オ ン チ ッ プ セ ン サ が 周 囲 環 境 へ ア ク セ ス し 得 る よ う に 、 セ ン サ  
デ バ イ ス が 丸 い ア パ ー チ ャ 備 え て 提 供 さ れ る 。 他 の 例 に お い て 、 ア パ ー チ ャ は 、 長 円 形 、  
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正 方 形 、 矩 形 な ど の 異 な る 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 説 明 さ れ る 例 に お い て 、 ア パ ー チ ャ が 、 誘 電 体 で 充 填 さ れ る 中 心 コ ア を 有 す る 閉 鎖 金 属  
形 状 に よ っ て 画 定 さ れ る 。 閉 鎖 金 属 形 状 を エ ッ チ ン グ 除 去 し た 後 、 誘 電 体 コ ア は 除 去 さ れ  
る 。 別 の 例 に お い て 、 閉 鎖 金 属 形 状 は 中 実 の 金 属 で あ っ て も よ く 、 そ の 結 果 、 金 属 形 状 が  
エ ッ チ ン グ 除 去 さ れ た 後 、 ア パ ー チ ャ が 曝 露 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 説 明 さ れ る 例 に お い て 、 オ ン チ ッ プ セ ン サ 要 素 を 備 え る Ｉ Ｃ ダ イ が 説 明 さ れ る 。 他 の 例  
に お い て 、 Ｉ Ｃ ダ イ は 、 チ ッ プ パ ッ ケ ー ジ の 外 部 の 環 境 と 相 互 作 用 し な け れ ば な ら な い 、  
オ ン チ ッ プ ア ク チ ュ エ ー タ 要 素 又 は 他 の タ イ プ の オ ン チ ッ プ 要 素 を 有 す る 。 例 え ば 、 そ の  
よ う な オ ン チ ッ プ 要 素 は 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 、 レ ー ザ エ ミ ッ タ 、 微 小 電 気 機 械 （ Ｍ  
Ｅ Ｍ Ｓ ） ア ク チ ュ エ ー タ 、 変 形 可 能 ミ ラ ー な ど と し 得 る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 説 明 さ れ た 例 に お い て 、 相 互 接 続 基 板 は 、 モ ー ル ド 相 互 接 続 基 板 と し て も 知 ら れ る Ｒ Ｌ  
Ｆ で あ り 、 こ れ は 一 連 の 付 加 的 な 処 理 工 程 を 用 い て 製 造 さ れ 、 配 路 さ れ た リ ー ド に パ タ ー  
ン 化 さ れ 、 絶 縁 材 料 で 覆 わ れ た 、 １ つ 又 は 複 数 の 導 電 層 を 有 す る 相 互 接 続 基 板 を 形 成 す る  
。 別 の 例 に お い て 、 相 互 接 続 基 板 が 、 多 層 セ ラ ミ ッ ク 相 互 接 続 基 板 、 シ リ コ ン ベ ー ス の 相  
互 接 続 基 板 な ど 、 他 の 既 知 の 又 は 後 に 開 発 さ れ る 技 法 を 用 い て 製 造 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 説 明 さ れ る 実 施 例 に お い て 、 相 互 接 続 基 板 が 、 銅 め っ き 及 び Ａ Ｂ Ｆ 絶 縁 材 料 を 用 い て 製  
造 さ れ る 。 他 の 例 に お い て 、 導 電 材 料 と 絶 縁 材 料 と の 異 な る 組 み 合 わ せ が 用 い ら れ て も よ  
い 。 例 え ば 、 エ ポ キ シ 絶 縁 材 料 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 説 明 さ れ る 例 に お い て 、 ア パ ー チ ャ が 、 相 互 接 続 リ ー ド を 形 成 す る た め に 用 い ら れ る の  
と 同 じ プ ロ セ ス 工 程 を 用 い て 、 例 示 の 相 互 接 続 基 板 内 に 形 成 さ れ る 。 別 の 例 に お い て 、 穿  
孔 、 レ ー ザ ー 切 断 、 ス タ ン ピ ン グ な ど に よ っ て 穴 を 機 械 加 工 す る こ と に よ っ て 基 板 が 完 成  
し た 後 に 、 例 示 の 基 板 に ア パ ー チ ャ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 説 明 さ れ る 例 に お い て 、 相 互 接 続 基 板 の 表 面 は 、 平 坦 な 表 面 を 形 成 す る た め に 平 坦 に 研  
削 さ れ る 。 別 の 例 に お い て 、 オ ー バ ー モ ー ル ド プ ロ セ ス 中 に モ ー ル ド 化 合 物 が ア パ ー チ ャ  
に 入 る の を 防 ぐ た め に 、 ア パ ー チ ャ の 外 周 の 周 り に 連 続 シ ー ル を 形 成 す る こ と が で き る よ  
う に 表 面 が 十 分 に 平 坦 で あ る 限 り 、 研 削 は 必 要 な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 記 載 さ れ た 例 に お い て 、 ク ワ ッ ド フ ラ ッ ト ノ ー リ ー ド パ ッ ケ ー ジ が 形 成 さ れ る 。 他 の 例  
に お い て 、 オ ン チ ッ プ セ ン サ 要 素 の た め の ア パ ー チ ャ が 、 ク ワ ッ ド フ ラ ッ ト パ ッ ク 、 デ ュ  
ア ル フ ラ ッ ト パ ッ ク 、 デ ュ ア ル フ ラ ッ ト ノ ー リ ー ド 、 デ ュ ア ル イ ン ラ イ ン な ど 、 パ ッ ケ ー  
ジ の 外 側 表 面 を 形 成 す る 相 互 接 続 基 板 内 に 貫 通 す る 、 様 々 な タ イ プ の パ ッ ケ ー ジ が 形 成 さ  
れ 得 る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 本 記 載 に お い て 、 「 結 合 す る 」 と い う 用 語 及 び そ の 派 生 語 は 、 間 接 的 、 直 接 的 、 光 学 的  
、 及 び ／ 又 は ワ イ ヤ レ ス の 電 気 的 接 続 を 意 味 す る 。 し た が っ て 、 第 １ の デ バ イ ス が 第 ２ の  
デ バ イ ス に 結 合 す る 場 合 、 そ の 接 続 は 、 直 接 的 な 電 気 的 接 続 を 介 す る も の 、 他 の デ バ イ ス  
及 び 接 続 を 介 す る 間 接 電 気 接 続 を 介 す る も の 、 光 学 信 号 接 続 を 介 す る も の な ど で あ り 得 る  
。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 本 発 明 の 特 許 請 求 の 範 囲 内 で 、 説 明 し た 例 示 の 実 施 例 に 改 変 が 成 さ れ 得 、 他 の 実 施 例 が  
可 能 で あ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ５ Ｃ 】 【 図 ６ Ａ 】
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【 図 ６ Ｂ 】 【 図 ６ Ｃ 】

【 図 ６ Ｄ 】 【 図 ６ Ｅ 】

【 図 ６ Ｆ 】 【 図 ６ Ｇ 】

【 図 ６ Ｈ 】 【 図 ６ Ｉ 】
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【 図 ６ Ｊ 】 【 図 ６ Ｋ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ Ａ 】

【 図 ８ Ｂ 】 【 図 ８ Ｃ 】
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【 図 ８ Ｄ 】 【 図 ８ Ｅ 】

【 図 ８ Ｆ 】 【 図 ８ Ｇ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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